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　本プロジェクトの目的は，在日ムスリムによる多文化共生社会構築の試みについて明らかにする
ことである。2017年より開始した大塚モスク（東京），名古屋モスクならびに岐阜モスク，そして
東京ジャーミィでの聞き取り調査の中間報告は，本年報に論文として掲載されているので，そちら
を参照されたい（子島進・服部美奈「在日ムスリムによる地域交流―モスクでの聞き取り調査から」）。
　本プロジェクトでは，在日ムスリムによる多文化共生社会構築の試みを，「より活性化させる一
助となる」ことを目指してもいる。ここでは，2018年度から本格的に始まった「東洋大学と大塚モ
スクの交流活動」について，具体的に紹介したい。

１ ．東京における外国人人口の増加

　まず，プロジェクトの背景として，東京で暮らす外国人が増加し，多文化共生を実践しつつ学ぶ
ことが重要になってきていることを指摘したい。東洋大学白山キャンパスのある文京区の人口は約
22万人だが，うち外国人住民は 1 万人となっている。大塚モスクのある豊島区は外国人の増加がいっ
そう目覚ましい。26万人中 3 万人，すなわち住民の10パーセント強が外国人となっている。 
　日本のムスリム人口は，現在15〜20万人と推定され，モスクも100を数えるまでに増加している。
研究も着実に増加しており，彼らの生活の内実や直面する問題が明らかになりつつある。主要文献
として，下記 4 点を挙げておきたい。
岡井宏文「ムスリム・コミュニティと地域社会―イスラーム団体の活動から『多文化共生』を再考
する」『現代日本の宗教と多文化共生―移民と地域社会の関係性を探る』2018年，明石書店。
佐藤兼永『日本の中でイスラム教を信じる』2015年，文藝春秋。
店田廣文『日本のモスク―滞日ムスリムの社会的活動』2015年，山川出版社。
樋口直人他『国境を越える―滞日ムスリム移民の社会学』2007年，青弓社。

２ ．東洋大学と大塚モスクの交流

　当プロジェクト代表者の子島が大塚モスクの東日本大震災ボランティア活動を調査したことが，
東洋大との交流のきっかけである（子島進『ムスリム NGO』2014年，山川出版社参照）。最初は，
モスクの代表が大学を訪れ，講義をするといった一方向の交流であった。しかし，多くの受講生か
ら「モスクに行ってみたい」との要望があり，次第に関係が深まっていった。
　本年度（2018年度）の交流は下記のとおりである。

井上円了記念研究助成　研究所プロジェクト

【研究課題】在日ムスリムによる多文化共生社会 
構築の試み─インドネシア人，トルコ人， 
パキスタン人の宗教ネットワークを事例に

研究代表者：子島　進
研究分担者：三沢伸生
研究分担者：服部美奈

 40



在日ムスリムによる多文化共生社会構築の試み─インドネシア人，トルコ人，パキスタン人の宗教ネットワークを事例に

─　　─（　　）200

5 月　大学で講義。Sociology of  Islam（担当：子島）で，シリア人男性とパキスタン人女性が英
語で講義。それぞれ約30名が受講。
5 月〜 6 月（ラマダーン月）　モスク訪問。断食明けの食事に参加し，礼拝を見学。計 3 回で約 50
名が参加。
6 月下旬　第 1 回スポーツ交流会。モスク付属小学校の生徒15名が，大学体育館で競走，玉入れ，
綱引きなど。ゼミ生を中心に， 6 名がボランティアで運営。
6 月下旬　モスクで「いわき報告会」。大塚モスクは東日本大震災時に，福島県いわき市で80回に
わたり物資の配布や炊き出し。国際学部は2016年からいわき市で農家支援。相互の活動を報告，い
わきの農家直送の野菜で作ったカレーで会食。20名が参加。
6 月下旬　朝霞でサッカー交流。モスクのサッカーチームとライフデザイン学部生が試合。20名が
参加（この様子は，NHK教育で放映された）。
9 月下旬　第 2 回スポーツ交流会。幼稚園・小学校の園児・生徒25名が，白山キャンパスの体育館
で運動。 8 名が運営ボランティア。
10月中旬　第 3 回スポーツ交流会。園児・生徒ならびにその保護者約80名のムスリムが運動・観戦。
15名が運営ボランティア。
11月上旬　 2 年ゼミ生28名がモスク訪問。礼拝見学後，幼稚園と小学校訪問。

３ ．学生たちの受け止め方

　以上の活動に関して，参加学生の異文化理解という観点から，簡単にではあるが考察をしてみた
い。なお，講義の受講生，ゼミ生，ならびに単発のボランティアなどが入れ替わり参加する形態か
ら，上に記した活動のすべてに参加する学生はいない。では，参加の仕方によって，どのような形
で異文化理解が深められているのだろうか？　イベントの後に参加者に印象を聞いたり，講義やゼ
ミの場合には意見を交換したり，感想をレポートとして提出してもらっている。ここでは特徴的な
意見や体験を 2 点取り上げたい。

飛び入り参加の学生（ボランティア）
　講義を受講しているわけではないが，友だちに誘われてなどで参加する学生である。礼拝の様子
を見ても，それを「体系だったイスラーム理解」の中に組み込むことができないが，その後自ら研
究室を訪れてきて，いろいろと質問を投げかけてくることがある。興味深いのが，朝霞でのサッカー
交流（ 6 月下旬）に参加した学生たちである。キャンパスが異なる彼らは，他の活動にはまったく
参加していない。しかし， 1 ）一緒にサッカーをする， 2 ）インド・パキスタンのスナックである
サモサをごちそうになる， 3 ）アラビア語のアザーン（礼拝への呼びかけ）を聞いた後，一緒に並
んで礼拝の動作を見様見真似でやってみる（あくまでも自発的に）という経験は，「忘れがたい経験」
となったようである。「運動する，食べる，礼拝する」という一連の（しかし異なる）体験が組み
合わさることで，日本に暮らすムスリムがぐっと身近な存在となり，信仰のあり方についても，ポ
ジティブな印象を得たことがうかがえる。

ゼミの受講生
　本活動の中核を担う存在である。イスラームに関する講義を聞き，テキストを読んだうえで，モ
スクを複数回訪問している。また，スポーツ交流を中心的に運営している。一連の活動の中間的な
まとめとして，春休みに予定している「高校・大学生のムスリムと東洋大生の座談会」での議題に
ついて議論した。男性による「イスラーム過激派」を巡る第 1 回，母親の立場から「子供の教育」
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について語る第 2 回の座談会を経て（それぞれ月刊誌に掲載）， 3 回目という位置づけである。し
かし話をしていくうちに，「日本人とムスリムの異文化コミュニケーション」という根本的な枠組
みが，この世代においては，あまり有効ではないという意見が出てきた。それまでイスラームや半
生について講義をしたムスリムは，外国からやってきた第一世代であり，彼らのアイデンティティ
に大きな揺らぎはなかった。しかし，国際結婚の結果，日本で生まれ育った第二世代のアイデンティ
ティは，第一世代と異なり，かなりの揺れを経験していることをゼミ生たちは理解していた。この
ような日本社会の現代的な状況に根差したムスリム理解は，イスラーム社会に関する体系だった講
義を受講したり，一緒にカレーを食べたりといった体験に加えて，自分たちがホスト役となって子
供たちを迎え入れる経験があってこそ生まれてきたものであろう。

　さらに 10月中旬の第 3 回スポーツ交流会終了後， 3 年生ゼミ生 6 名（国際地域学部），ならびに
モスク付属小学校で体育を教える 4 年生 1 名（ライフデザイン学部）と話し合いをした。成果，反
省点，そして異文化理解の 3 点について，以下のような意見が出た。

成果
誘導・会場準備がスムーズにできた。
予行を 2 回やり，本番でも子供たちとすぐにうちとけられた。
校庭もなく，狭い教室で勉強している子供たちに，「日本の運動会」を体験させてあげられたこと
は大きい。
日本人女性や外国人のムスリム，小さな子供たちとたくさん交流ができた。
親も満足していたし，最後に感謝の言葉をもらい満足感があった。

反省点
学生の仕事量に差があった。暇なときは忙しい人を手伝ったり，保護者に話しかけたりすればよかっ
た。

→学生参加プログラムを増やす
昼食時に交流ができなかった。

→学生は一人ずつ分かれてムスリムに混じり，保護者に用意してもらったものを一緒に食べる。
他学部の学生とのコミュニケーション不足。

異文化理解
個性が強く，「自由」な子が多い。
国籍に関係なく，宗教による強い結びつきを見た。
自分が礼拝に対して関心 0 なのに，ムスリムは礼拝を強く意識（体育館の隅で行われた集団礼拝の
様子を見て）。
運動会に対するモチベーションや楽しみ方は，自分たちと何ら変わらない様子だった。
ムスリム男性は女性と交流しないと思っていたが，笑顔で接してくれた。日本にいるから，そこま
で厳格ではない？
親は国際結婚ばかりと思っていたが，インド人同士，エジプト人同士の夫婦もいた。
お母さんたちからいろいろな話を聞くことができた。子供は日本語で育っているので，日本語がぺ
らぺらだけど自分はそうじゃない。家の中で言語のギャップがある。
昼食のスパイスの匂いが強烈だった。
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４ ．今後の展望
　最後に，今後の展望について述べ，本報告を終えることとしたい。
　異文化理解は，基本的に「教えてもらうだけ」の関係になりやすい（モスクで「見学」し，大学
に呼んで「講義を受ける」）。今年度，大学がホスト側となることで，初めて大塚モスクと Give 
and Take の関係になることができたと感じている。在日ムスリムによる多文化共生社会構築の試
みを，「より活性化させる一助となる」ことを目指すという観点から，その意味は決して小さくな
いと言えるだろう。
　2018年末の段階で，スポーツ交流（運動会）とサッカーは，すでに来年度の準備を開始している。
また，小学校の教師役（アシスタント）をゼミ生から出すことも，具体的な検討段階に入っている。
さらに，成人ムスリム向けの日本語教室の開催（東洋大生が教師役）などの可能性についても検討
していきたい。

ハルーンさんから，大塚モスクについての説明
を受ける学生たち。モスクの幼稚園にて。２0１8
年 6 月。

モスクで「いわき報告会」。２0１8年 6 月。

第 ３回スポーツ交流会。２0１8年１0月。

第 ３回スポーツ交流会。昼食の様子。２0１8年１0
月。
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第 ３回スポーツ交流会。２0１8年１0月。 第 ３回スポーツ交流会。記念写真の撮影。２0１8
年１0月。
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